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企業横断の「データバンク」で共創を促進

トで当社の研究員が「3位入賞」したほ
か「再識別賞」も受賞した。再識別の手
法に精通することは、匿名化手法の高
度化にもつながる。ダブル受賞したの
は当社だけであり、この分野で豊富な
ノウハウを持っていると自負している。
　もう一つの注目点は、このプラット
フォームがお客様のデータを当社の
データセンターから「一歩も外に出さな
い」構造になっていることだ。もともと
当社のデータセンターにデータを預け
ているお客様だけのメンバーシップ制
であり、データの移動が当社のデータ
センター内に限られているため高いセ
キュリティを確保できる。
　分析者はデータセンターの外にいる
が、画面転送方式のデスクトップ仮想
化技術（VDI）を使い、分析ツールの操
作・結果画面だけを外部の分析者に転
送する。これもデータを外部に出さな
いための対策だ。ウェブ分離した環境
なので、たとえ分析者のパソコンが標
的型攻撃を受けたとしてもデータが流
出する心配はない。

デジタルイノベーションを一貫支援
DataRobotは分析作業を革新する

　メンバーシップ・データバンクは、本
誌の前号（2016 Winter）で紹介した

「IoXソリューション」やAI（人工知能）
を用いた分析ツール「DataRobot」など
とともに、当社のデジタルイノベーショ
ン・プラットフォームを構成する重要な
取り組みと位置付けている（図2）。
　デジタルイノベーション・プラット
フォーム全体では、モノとヒトが高度に
連携するIoXソリューション（図2の黄
色部分）によってモノやヒトから稼働・
作業状況のデータを取得し、メンバー
シップ・データバンクのデータレイクに
蓄積。そこからデータバンク・ストアを
つくり、データ分析によって新しい知見
を発見したり成果を可視化したりする、

という流れになる。
　データ分析環境では、DataRobotに
よって分析作業の生産性を飛躍的に伸
ばすことができる。分析手法やプログ
ラミングに詳しくないユーザーでも、世
界トップクラスのデータサイエンティス
トのノウハウに基づいて分析モデルを
自動生成できるからだ。
　例えば、銀行で貸し倒れのリスクを
予測したいとする。過去の取引データ
から、貸出先の年収、与信ランク、延滞
実績などと、実際に貸し倒れを起こし
たかどうかをDataRobotに読み込ませ

て機械学習させると、自動的に高精度
な予測モデルを作成してくれる。この
予測モデルに新しい貸出先の年収、与
信ランク、延滞実績などを入力すれば、
その人の貸し倒れリスクを算出できる
ようになる。
　しかもDataRobotは、内蔵する1000
種類以上の分析手法（「ブループリント」
と呼ぶ）の中から分析対象に最も適切
と判断した約30種類を自動抽出し、そ
れぞれに予測モデルを生成する（図3）。
さらに、これら30種類の予測モデルの
中から特に精度の高いモデルを数個選

他社との「データの掛け合わせ」で
これまでにない付加価値を生み出す

　企業の枠を超えて、データを共有し
たり流通させたりする動きが始まりつ
つある。5月施行の改正個人情報保護
法により、個人情報にあたるデータで
あっても、個人を特定できないよう十分
に匿名化したデータ（匿名加工情報）で
あれば、本人の同意なしに目的外利用
や第三者提供をしてもよいことになっ
た。個人のプライバシーを守りつつ、質
の高いデータをビジネスに活用する道
が開けたわけだ。
　このような新しいビジネス環境では、

「共創」によるイノベーションを進めや
すくなる。例えば、1社が保有するデー
タだけでビジネスに役立つ分析をしよ
うとしても自ずと限界があるが、もし信
頼のおけるお客様同士で「データを匿

名化して掛け合わせる」ことができれ
ば、これまでにない付加価値を生み出
せるのではないだろうか。こうした共
創による新事業創出や競争力向上への
期待は高い。
　しかし、機運が盛り上がっても、なか
なか具体的な共創活動にはつながりに
くいものである。当社としては、そのきっ
かけづくりや推進のお手伝いをするた
めに「メンバーシップ・データバンク」
というプラットフォームの構築に取り組
んでいる。
　メンバーシップ・データバンクは、当
社のデータセンターにデータを預けて
いるお客様を対象としたメンバーシッ
プ制の共創データ分析基盤である（図
1）。主として、各社の生データを蓄積す
る「データレイク」と、そのデータに前処
理（クレンジングや匿名化）を施したう

えで集約する「データバンク・ストア」
で構成する。データレイクでは各社の
システムとデータは完全に独立してい
て相互に参照することはできないが、
データバンク・ストアでは掛け合わせ
たデータを各社が共有でき、共創に向
けた様々な分析に利用できる。

共創に必須の「匿名化」がカギ
人材育成によりコンテストでＷ受賞

　このプラットフォームに関して、二つ
の点に注目してほしい。
　一つは、意外に思われるかもしれな
いがデータの「匿名化」技術である。実
は匿名加工の巧拙は、データ分析の成
果に大きな影響を与えてしまうからだ。
　精度の高いデータ分析をするには、
匿名化したデータの粒度をできるだけ
小さくする方がよい。しかし、そうする
と匿名化したはずのデータを用いて「こ
のデータは誰か」を再識別されやすく
なり、改正個人情報保護法の要件を満
たせなくなる可能性がある。現時点で
は、匿名加工に定式的な手法がなく、相
反する二つの要件をバランスよく満た
すには高度なノウハウを必要とするの
が実情である。
　当社は匿名化技術の重要性が増す
と考え、この分野の人材育成に取り組
んできた。その成果として、2016年10
月に開催された匿名化技術のコンテス

企業横断の「データバンク」で共創を促進
〜異業種データの掛け合わせとAIで得た知見を新事業創出に生かす〜

1社単独のデータを分析するより、企業の枠を超え、複数企業のデータを掛け合わせて分析す
る方が良質で意外性のある知見を得られるはずだ。5月施行の改正個人情報保護法はその追
い風となる。当社はこの時機をとらえ、複数企業でデータを共有し、「共創」の場として活用する

「メンバーシップ・データバンク」の構築に取り組んでいる。
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び、もう一段高い予測精度のモデルを
つくり出す「アンサンブルモデル」も自
動生成してくれる。このアンサンブルモ
デルは、高度なスキルを持つデータサイ
エンティストが数週間かかっても達成
できないほどの高い予測精度をもつ。
　このように、人間がやれば数週間か
かる作業だが、DataRobotなら完全な
自動化によりわずか数十分で完了する。

「データサイエンティストがいない、足り
ない」という問題の解消に加え、自動化
によって浮いた時間を新たな知見の探

索や事業価値創出に回すことができる。
　また、DataRobotには予測結果の理
由を示す「リーズンコード」という有用
な機能がある。例えば会員向けウェブ
サイトにおける行動履歴から、ある会員
が近い将来に退会してしまうかどうか
を予測する場合を考えてみる。一般的
な予測モデルであれば、「最近の行
動履歴から、会員Aさんは退会しそう
です」という予測はできる。一方 、
DataRobotの場合は予測結果に大きく
効いたパラメーターをリーズンコードに

よって知ることができる。行動履歴デー
タと照らし合わせば「会員Aさんは退
会しそうです。なぜなら最近2週間ログ
インしていないし、最近3カ月間の購買
額も徐々に減少しているからです」と
いうことまで説明できるようになる。
　ここまで分かれば、会員Aさんにど
んな対策を打てばよいかを考えられる。
リーズンコードを活用すると、分析結果
をアクションにつなげやすくなる。
　分析業務全般を支援する環境として
は、お客様ごとに独立したデータ分析
環境を提供するクラウドサービスData 
Veraci（ダータヴェラーチ）@absonne

（アブソンヌ）を用意している（図4）。特
長は、分析プロジェクトの推進に必要
な機能をオール・イン・ワンで提供し、
PoC（概念実証）を素早く簡単に開始で
きることだ。実際のデータ分析プロジェ
クトには分析者以外にも多くの関係者
がいるため、プロジェクト内のコミュニ
ケーションを促進することが成果に影
響する。このような実態を踏まえ、各種
の分析ツールだけでなく、トータルで分
析業務を支援することが重要と考えて
いる。必要なら当社のデータサイエン
ティストがお客様のデータ分析を支援
するサービスもそろえている。

お客様同士の共創の「場」を用意
関心高く、きっかけさえあれば動き出す

　ここまでは技術的な側面から当社の
ソリューションを紹介してきたが、これ
らを活用して「お客様同士の共創を支
援していく」のがメンバーシップ・デー
タバンクの本当の狙いである（図5）。当
社のクラウドサービス「absonne」のお
客様だけでも100社を超え、業種・業態
も多岐にわたる。当社は、その多様性
から生まれる共創活動を、技術だけで
なくビジネスやマネジメントの側面から
も支援していきたい。
　新事業創出のイメージとしては、複

数の流通企業のデータを組み合わせ、
お客様の就職や結婚、引っ越しといっ
たライフイベントに合わせてマーケティ
ング施策を打つ「ライフステージトラッ
キング」のような取り組みができるだろ
う（図6）。ここでは当社のビジネスコン
サルタントやアカウントリーダーがビジ
ネス革新のお手伝いをするほか、必要
に応じて外部のコンサルタントを活用
することもある。
　実際にあった案件として、日本のあ
る業界での共創例がある。この業界で
は海外勢に押されて日本企業が苦戦し
ていたため、「オールジャパンの体制で
新たな製品を開発できないか」という
構想が持ち上がった。普段は競合する
メーカー同士ではあるが、共同でデータ
バンク・ストアの環境をつくり、データ
サイエンティストたちによる分析モデル
のコンペを実施して優れた分析モデル
を開発しよう、というものだった。まだ
実現には至っていないが、有力な共創
モデルの一つと考えている。
　メンバーシップ・データバンクの取り
組みの一環として、共創の「場」も提供
する。当社が旗振り役となり、お客様同
士が共創を始めるきっかけとなるよう
な場づくりを目指している。
　すでに先行事例では大きな手応えを
得ている。昨年12月のプライベートユー
ザー会でメンバーシップ・データバンク
による共創を呼びかけたところ、「こう
いう共創の取り組みは非常に良い。ぜ
ひ進めたい」とほとんどのお客様に賛
同していただけた。
　その中でも、すぐに始めたいという
積極的なお客様が2社あった。まったく
の異業種であったが、今年2月に両社
の事業責任者らと当社で個別にミー
ティングを開き、お互いの事業の強み
や「何ができるか」というディスカッショ
ンをした。わずか2時間程度の議論だっ
たが想像以上に盛り上がり、一方が持

つ市場に対して、2社がタッグを組んで
新ビジネスを創出する構想が出来上
がった。それをもとに、両社はより具体
化するための検討を進めている。
　この2社とは別に、12月のユーザー会
に参加していた企業の取締役がメン
バーシップ・データバンクに興味を持
ち、「わが社の情報システム部にも説明
してほしい」と依頼され個別説明会を
開いた。そこで前述した2社の共創活
動を紹介したところ、「わが社も一緒に
取り組みたい」との意向を示された。きっ

かけさえあれば、共創活動への関心は
思いがけない勢いで広がっていくもの
だと感じている。
　共創には難しい面もあるが、新しい
次元のビジネスをつくるチャンスは、実
際にチャレンジしたお客様の中にしか
生まれない。だからこそ「一緒にやりま
せんか」と様々なお客様に呼びかけて
いる。いずれは「オールジャパンの体制」
をつくれるくらいにメンバーシップの輪
を広げ、日本が抱える社会的課題を解
決していきたいと考えている。

Windows

クライアント

ドキュメント・
コミュニケーション

データストレージ・分析機能

セキュリティ 分析ノウハウ

ドキュメント作成：
Microsoft Office

プログラミング：
　R, Java, python…

横断検索：
自社製ツール

共有フォルダ

VPN データ分析管理、
分析技術のノウハウ

分析
テンプレート
など …

ユーザー
管理

リポジトリ

タスク管理

音声・文字チャット

大容量計算：
Hadoop

分散処理型データ分析：
R Studio Server, R Snow

RDB：
PostgreSQL

テキスト解析：
Solr

分析ニーズに
応じて適切な
機能を選択

データ分析業務に
必要な全ての機能
をオール・イン・ワンで

分析プロジェクト間も簡単
にアイソレーション

職種や拠点が異なってもコラボ
レーションできるように

データ分析に
ついての当社
ノウハウを公開

Windows

■図4 Data Veraci＠absonneの構成

1000種類以上のブループリントから
30種類ほど抽出

予測モデルを並列で作成し
精度の高い順に並べる

高

低

84％

80％

78％

70％

66％

63％

58％

… …

予
測
精
度

■図3 DataRobotは約30種類の予測モデルを並列で作成

必要に応じて社外ビジネス
コンサルタントを活用

お客様 コラボ

事業オーナー

顧客データ
統合DB

・製品購入者

A社
顧客ライフイベント

データ
・結婚
・引っ越し
・転職、等

X社

ライフステージトラッキング
マーケティング

データ組み先イメージ：流通大手

顧客データ
統合DB

・製品購入者

A社
顧客経済状況
データ

・収入
・ローン
・信用情報、等

・ドメイン知識
・業務理解
・マーケティング
・コンサルティング方法論

Y社

富裕層マーケティング
データ組み先イメージ：金融機関

企画担当

ビジネス
コンサルタント

アカウント
リーダー

■図6 ビジネス創出のイメージ

A社 C社B社

・AI/データ分析
・IoT/センサー/拡張現実
・OSSインテグレーション
・アプリ開発/API

・ファシリテーション
・ニーズ～シーズマッチング
・デザインシンキング
・DevOps/アジャイル

フレーム スキルセットと人材

②ビジネス共創・創出

事業オーナー

企画担当

業務担当

アプリ開発

・ドメイン知識
・業務理解
・マーケティング
・コンサルティング方法論

AI：人工知能　OSS：オープンソース・ソフトウエア

ビジネス
コンサルタント

アカウント
リーダー

①データバンク・プラットフォーム提供

③共創の「場」の提供

テクノロジ マネジメント

ビジネス

データサイエン
ティスト

IoT/センサー
技術者

プラットフォーム
開発

IT
コーディネーター

プロセス
コーディネーター

■図5 メンバーシップ･データバンクのコンセプト


